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サトウキビにおける糖含量の増大、及びその任意な制御法は南西諸島
糖業における解決すべき大きな課題である。本研究においては、伸長抑
制剤を用い、栄養生長を抑制し、サトウキビのシンク特性を制御するこ
とが糖収量に及ぼす影響を検討した。

)品種NiF4である。試供試材料は、サトウキビ（ lccharumoffcIru

験は沖縄県島尻郡佐敷町親慶原の農家圃場においておこなった。植物伸
長抑制剤ウニコナゾールp(住友化学）のOppm、lOppm、lOOppn、20Oppm、
400pp濃度の水溶液5櫛を手動式噴霧器で梢頭部及び葉面に散布した。試
験区は1区Sinとし、l畝おきに5区設置し、2反復とした。散布処理は1989
年9月27日に行い9月27日、10月4'12'26日,11月16日,12月23日に茎長等の
生育形質、ブIノックス、スクロース、グルコース、フラクトース含量に
ついて調査した．簾汁分析に際し茎を2等分し、一方は簾汁量測定に用い、
残りをﾛｰﾙ式電動圧搾機でしぼり簾汁分析に用いた。ｱﾘｯｸｽは、圧搾直後
に屈折形〈ｱﾀ゙ ｡”100形）で測定した。簾汁中のスク0－ス､ゲﾙｺー ｽ､フラクトース濃度は、
液体クロマトケうブイ(島津LC-5A,検出部RID-2A,ｶﾗﾑSCR-101N)で定量した。
得られた結果の概要は以下の通りである。茎長に及ぼす影響について
見てみると、処理後7日目以後、lOppm区では茎長の伸長が促進されるの
に対し、lOOppm､200ppra､400ppn区では伸長の抑制がみられた（図1)。ゔ
ﾘｸｯｽに及ぼす影響について処理後29日目で見てみると、上位節では200p
pm区とl0Oppm区でフ軍ﾘｸｯｽが高く無処理区に対して有意差がみられた。ま
た、lOppm区ではアリクッスが無処理区に対して有意に低かった（表1)。スクロ
ース濃度（相対値）に及ぼす影響について見てみると、400ppm区は上位、下
位節で無処理区よりもｽｸﾛー ｽ濃度（相対値）が高くなった。200ppin区は、上
位節でのみｽｸﾛー ｽ濃度（相対値）が高くなった。また、lOppm区では、上位
節、中位節でスクD-ｽ濃度（相対値）の低下がみられ、下位節においてはスクロ
ース濃度（相対値）の著しい上昇がみられた（図3)。1茎あたりのｽｸﾛー ｽ含量
（相対値）について見てみると、全処理区において無処理区よりも高い増
加がみられた（図4)。

表lウニコナゾールPが処理後29日目の簾汁ブリックス（％）に及ぼす影響
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